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  新年あけましておめでとうございます。初空の晴れやかさに、幸多き一年を予感しました。 

今月は工務部・林大貴が担当します。子どもたちには嬉しい行事のお正月ですが、我が家の 

子どもたちにも親戚からお年玉をいただきました。お年玉の由来は年神様が宿る年玉（丸餅） 

を家族に振る舞うことからきているそうです。鏡餅と同じく丸餅もお供えすることで、年神様 

から魂を授かることができます。魂とは１年の気力や活気などと考えられているそうで、魂の 

入った丸餅を家長から振る舞うことがお年玉の由来とされています。現在のお年玉に変わって 

いったのは、昭和の高度経済成長期頃にお餅を食べることや準備をすることが少なくなり、手軽 

に用意ができるお金を渡すことへと変わっていったそうです。また、お年玉を入れるための 

ポチ袋は関西弁が由来だそうで、「ほんの少し」「わずか」という意味の「ぽちっと」からポチ袋 

と呼ばれるようになったそうです。お年玉は子どものイベントになってきていますが、お年玉の 

本来の由来に立ち返り気力に満ちた１年を過ごせるように、またその気力でお客様のお喜びや 

幸せに貢献できるように今後も精進を続けてまいります。 


